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『
子
規
全
集
』
未
収
録
・
自
筆
漢
詩
抜
萃
写
本

䢣
王
嬶
公
詩
註
・
剣
南
詩
鈔
・
歳
晩
類
集

加

藤

国

安

凡
例

一
、
子
規
自
筆
写
本
「
王
荊
公
詩
註
」「
剣
南
詩
鈔
」「
歳
晩
類
集
」(

法
政
大
学
子
規
文
庫
蔵)

の
翻
刻
を
行
う
。

一
、
子
規
の
写
本
は
、
正
字
・
異
体
字
・
書
換
字
・
略
字
を
縦
横
に
混
在
す
る
。
子
規
の
古
典
文
献
の
文
字
理
解
の
実
態
を
知
る
上
で
も

ま
た
書
き
癖
や
筆
跡
を
知
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り
原
本
の
ま
ま
翻
字
す
る
。

一
、
そ
の
際
、
『
子
規
全
集
』(

講
談
社
版)
第
八
・
九
巻
の
漢
詩
の
部
の
「
凡
例
」
を
参
考
と
す
る
。
当
時
は
活
字
の
関
係
で
相
当
苦
労

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
、
漢
字
の
専
門
ソ
フ
ト
「
今
昔
文
字
鏡
」(

こ
こ
で
使
用
し
た
の
は
漢
字
十
六
万
字
版

エ
ー
・
ア
イ
・
ネ

ッ
ト
社

二
〇
〇
九
年)

を
用
い
る
と
、
か
な
り
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
、
文
字
フ
ォ
ン
ト
が
な
い
場
合
は
、
下
段
の
備
考
欄
に
偏
や
旁
に
つ
い
て
説
明
を
掲
げ
る
。

一
、
子
規
原
本
の
行
数
・
字
数
・
割
注
も
原
状
の
ま
ま
翻
刻
す
る
。
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○
王
嬶
公
詩
註

法
政
大
学
子
規
文
庫
蔵
写
本
。
昌
平
坂
学
問
所
官
板
『
王
荊
文
公
詩
』

五
十
巻(

宋
・
李
壁
箋
注

天
保
七[

一
八
三
六]

刊

全
八
冊

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
評
」
が
な
い
。
子
規
の
抜
萃
に
は
「
評
曰
䢣
」
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
一
な
の
は
、『
王
荊
文
公
詩
』
五
十
巻(

宋

・
李
壁
箋
注
／
宋
・
劉
辰
翁
評
点)

本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
批
点
の
箇
所
・
種
類
を
同
本(

清
綺
齋

拠
元
本
重
印
／
後
跋

(

乾
隆
辛
酉
、
海
塩
・
張
元
済
／
名
古
屋
大
学
所
蔵
本)

と
照
合
す
る
と
、
注
記
し
た
も
の
を
除
い
て
は
同
一
で
あ
る
。

王
斧
公
詩
註

題
燕
侍
郎
山
水
軽

巻
一

甍
時
濯
足
暹
湘
浦
、

評
曰
、
造

意
如
画
、

独
上
。
九

疑
尋
二
女
、
蒼
梧
之
野

、
、

、
、
、
、
、

○

○

○

○

桐
漠
々
、

評
曰
、
恍

惚
入
玄
、

断
隴
連
岡
散
平
楚
、
暮
苔
傷
心
波
浪
阻
、

隴
の
旁
：
觀
と
写
す
。
傷
の
旁
：
「
益

」
。

、
、
、
、
、
、
、

○

○

○

○

○

○

○

不
意
画
中
汁
更
覩
、

評

曰
、
収

拾

不

易
、

他

人

六

句

三

折

則

促

矣
、
此

独

有

除
、

燕
公
侍

子
規
、
「
除
」
の
よ
う
に
筆
写
。
劉
辰
翁
評
は

、
、
、
、
、
、
、

書
燕
王
府
、
王
求
一
誅
終
不
默
、
奏
論
兜
茫
誤
当
死
、
全
活

「
餘
」
。
余
：
「
碼
」。
誅
：
筆
の
書
換
字
。
默

至
今
何
可
数
、
仁
人
義
士
埋
黄
土
、
秪
有
粉
墨
艨
嚢
褚
、

評曰
、

：
與
の
交
換
略
字
。
茫
：
「
死
」
。
死
：
「
赦
」

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

忽

盡

黯

然

亦

是

起

語

已

絶

付

之

瀟

洒

少

不

為

乏

○

國

史
、
燕

公

判

刑

部

奏
、

天

聖

三

年
、

天

下

断

大

辟
、

二

千

四

百

の
誤
写
。
な
お
批
点
は
第
一
句
に
ゴ
マ
傍
点

三

十

六
、

豈

無

法

可

疑

情

可

憫

者
、

而

州

郡

無

所

奏

□
、

盖

畏

罪

也
、

請

自

今

奏

而

不

応

奏

者
、

不

可

以

罪
、

自

是

奏

□

が
な
い
の
を
除
け
ば
、
他
句
の
批
点
「
、
」「
○
」

者

踰

千

人
、

無

不

貸

免
、
自

始

至

今
、

所

活

無
慮

幾

千

万

人

矣
、

は
同
一
箇
所
。
□
：
「
讞
」
。
「
讞
者
踰
」：
「
讞

者
歳
踰
」
の
誤
写
。
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杏
花

巻
一

陣
梁
度
空
曠
、

評
曰
、
楚
々

有
来
歴

茅
屋
臨
清
炯
、
俯
窺
嬌
饒

杏
、
未
賢

評
杏
：
脱
落
を
補
っ
た
も
の
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、

̴

身
勝
影
、

言
花
影
倒

水
中
尤
佳

嫣
如
景
陽
妃
、
嵋
煌
桿
宫
井
、

陳
後
主

避
隋
軍
、

嵋
：
含
の
国
字
。
桿
：
墮
に
作
る
。

、
、
、

同

張

麗

華

孔

貴

嬪
、

入

景

陽

宮

井

中
、

故

此

称

景

陽

妃
、

怊
悵
有
微
波
、
残
妝
壊
難
整

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

評

曰
、

初

看

身

影

甚

樸
、

末

意

風

情

殊

別
、

殆

是

絶

唱
、

○

末

句

言

水

波

而

花

影

乱
、

○

銭

起

詩
、
惆

悵

曉

鴬

啼
、
孤

雲

還

絶□

□
：
巘
と
筆
写
す
。
批
点
の
箇
所
・
種
類
、

劉
辰
翁
本
と
同
一
。

光
宅
寺

昔

雲

光

法

師

講

法

華

経

于

光

宅

毎

日

華

如

飛

雪

満

空

而

下

講

訖

即

升

空

而

巻
二

毎
日
：
毎
有
に
作
る
。

去

翛
然
光
宅
淮
之
陰
、
扶
輿
独
来
舂
中
林
、
千
秋
鐘
梵
已
変

舂
：
坐
の
書
換
字
。

響
、
十
莊
桑
竹
空
成
陰
、
昔
人
倨
堂
有
妙
理
、
髙
座
翳
勹
天

莊
：
畝
の
異
体
字
。

花
深
、

髙

座

寺

亦

載

雲

光

講

法

華

天

花

散

落

今

講
經

臺

遺

跡

尚

存

紅
葵
紫
莧
拇
満
眼

、
、
、
、
、
、
、

甍
事
無
跡
難
追
尋
、

、
、
、
、
、
、
、

望
鐘
山

巻
五

其
四

鐘
の
金
：
「
碼
」。

佇
立
望
鍾
山
、
陽
春
更
档
瑟
、
暮
尋
北
郭
艨
、
故
勹
東
岡
出
、

批
点
の
箇
所
、
同
一
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

評

曰

其

詩

毎

欲

為

蕭

然

更

勝

思

索
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雑
咏
八
首
之
一

鳩
・
鷹
・
鸇
・
鷙
の
鳥
：
「
惹
」。

羔
豚
窘
虎
豹
、
鳩
雀
窮
鷹
鸇
、
巧
者
具
機
弋
、
鷙
猛
諌
拘
衆
、

批
点
の
箇
所
、
同
一
。

論
功
莫
如
神
、
論
大
莫
如
天
、
悲
哉
区
々
人
、
乃
欲
逃
其
匡
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

○
剣
南
詩
鈔

法
政
大
学
子
規
文
庫
蔵
写
本
。
清
・
楊
大
鶴
編
『
剣
南
詩
鈔
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
国
会
図
書
館
・
東
大
総
・
内
閣
文
庫
等
に
、
康
熙

二
十
四
年
刊
本
あ
り
。
ほ
か
に
『
宋
詩
鈔
初
集
』
第
三
冊
に
も
「
剣
南
詩
鈔
」
一
巻(

清
・
呉
之
振
・
呂
留
良
・
呉
自
牧
選)

が
あ
る
が
、

収
録
数
が
少
な
く
こ
の
子
規
の
筆
写
作
品
と
は
合
致
し
な
い
。

剣
南
詩
鈔

岳
池
農
家

七
言
古

春
深
農
家
耕
未
足
、
冤
頭
叱
〻
両
黄
犢
、
泥
虻
無
萠
水
絢

冤
：
原
の
略
字
。
虻
萠
「
蕾
」
は
「
俔
」
。
萠

渾
、
軫
細
有
痕
秧
正
緑
、
」
緑
秧
分
時
退
日
迂
、
時
平
未
有
差

：
塊

科
祓
、
買
猛
西
舍
喜
成
婚
、
持
酒
東
鄰
賀
生
子
、
」
誰
言
農
家

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

不
入
時
、
小
姑
画
恵
城
中
眉
、
一
双
素
手
無
人
識
、
空
村
相



- 91 -

喚
琺
繅
絲
、
」
農
家
農
家
樂
拇
樂
、
不
比
市
朝
争
奪
悪
、
宦
莟

琺
：
看
の
国
字
。
恵
：
得
の
俗
字
。

惟
恵
軍
爐
何
、
我
已
三
苔
廃
東
作
、

和
范
舍
人
永
康
青
城
道
中
作

退
駆
軫
壓
無
浮
埃
、
莽
糴
千
騎
東
方
來
、
勝
莟
公
自
輩
王

埃
の
矢
：
「
失
」
。
莽
・
糴
・
騎
の
馬
：
「
弃
」
。

謝
、
浄
社
我
已
追
宗
雷
、
檮
山
楼
上
一
徙
猿
、
如
地
始
闢
天

檮
：
岷
の
書
換
字
。
闢
の
門
：
「
獲
」
と
写
す
。

絢
囈
、
廓
然
眼
界
三
万
里
、
山
一
螘
垤
水
一
杯
、
摶
匡
幻
妄

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

幾
変
痿
、
正
自
不
満
吾
曹
咍
、
丈
夫
本
願
布
衣
老
、
達
士
詎

痿
：
滅
の
略
字
。

畏
蒼
顔
催
、
君
粲
神
君
模
食
羊
四
万
、
処
々
棄
秀
王
成
堆
、

秀
：
骨
の
略
字
。

西
山
老
翁
蒄
松
麨
、
造
物
賦
予
何
絽
哉
、

絽
：
遼
の
書
換
字
。

思
故
山

千
難
不
鋼
買
画
軽
、
聽
我
長
歌
々
鏡
湖
、
々
山
竒
碧
說
不

難
：
金
。
鏡
：
「
難

＋
圈

」
。

尽
、
且
復
挽
子
陳
吾
競
、
捍
姑
廟
前
魚
作
巿
、
道
士
荘
畔
菱

捍
：
柳
の
俗
字
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

為
租
、
一
弯
画
竹
出
林
薄
、
両
岸
紅
蓼
連
菰
蒲
、
」
陂
南
陂

、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

北
鴉
陣
黒
、
舎
西
舎
東
楓
融
赤
、
正
当
九
月
十
月
時
、
放
翁

楓
の
旁
：
退
と
写
す
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、

艇
子
無
時
出
、
」
舩
頭
一
束
書
、
舩
後
一
壷
酒
、
新
釣
紫
鱖
魚
、

、
、
、
、
、

旋
洗
白
蓮
藕
、
」
従
渠
貴
人
食
万
銭
、
放
翁
癡
腹
常
便
〻
、
暮

暮
：
莫
に
作
る
の
も
あ
る
が
、
楊
大
鶴
：
暮
。

艨
稚
子
迎
我
澁
、
遥
指
一
抹
西
村
烟
、

烟
の
「
因
」
の
大
：
犬
に
作
る
。
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呉
娘
曲

鏡
奩
蚕
出
千
黒
蟻
、
釵
梁
梅
小
双
青
豆
、
呉
娘
十
四
未
知

鏡
・
釵
の
金
：
難

。

愁
、
羅
衣
已
覚
傷
春
瘦
、
」
匡
尋
女
伴
過
西
家
、
闘
朷
艨
来
日

傷
の
旁
：
「
榎

」
。
匡
：
閑
に
作
る
。
闘
の
門

已
斜
、
睡
睫
濛
〻
嬌
緯
館
、
晩
簾
微
軫
壓
楊
猛
、

：
「
獲
」
。
斜
の
余
：
「
碼
」
。
睡
：
「
桧
＋
蝟
」
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

示
児

舎
東
已
倣
百
本
簽
、
舎
西
仍
築
百
步
塘
、
早
茶
采
尽
晚
躄

簽
：
「
桑
」。

出
、
小
麥
方
秀
大
麦
黄
、
老
夫
一
蒄
手
寛
腹
、
不
拇
挙
首
号

寛

：
捫
の
略
字
。

蒼
〻
、
読
書
習
珪
掃
未
尽
、
燈
前
叩
牘
紛
朱
黄
、
吾
児
従
旁

、
、
、
、

論
治
乱
、
毎
使
老
子
喜
緯
狂
、
不
須
砒
酒
月
自
醉
、
取
書
相

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

和
爐
琅
〻
、
」
人
生
有
病
有
已
時
、
独
有
書
癖
不
可
医
、
」
壤
児
有
病
：
百
病
の
誤
写
。
楊
大
鶴
：
百
病
。

力
耕
足
衣
食
、
読
書
万
儻
軍
何
益
、
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○
歳
晩
類
集

法
政
大
学
子
規
文
庫
蔵
写
本
。
明
治
十
六
年
、
子
規
が
初
め
て
上
京
し
た
年
の
暮
れ
に
、
頼
山
陽
・
大
沼
枕
山
・
高
啓
ら
十
余
名
の
漢

詩
六
十
首
を
筆
写
し
た
も
の
。
当
時
の
子
規
の
心
境
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
出
典
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、
明
確
に
特
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
現
時
点
で
分
か
っ
た
範
囲
で
記
し
た
。
句
点
・
批
点
は
朱
書
す
る
。子

規
文
庫
に
『
山
陽
詩
鈔
』
あ
り
。
但
し
第

一
冊(

巻
委
一
・
二)

、
第
四
冊(

巻
七
・
八)

表
紙

の
み(

第
二
・
三
冊
欠)

。
ま
た
『
山
陽
遺
稿
』

『
唐
詩
選
』『
三
体
詩
』『
宋
詩
別
裁
集
』『
高

青
邱
詩
醇
』
等
あ
り
。
以
下
、
各
本
と
の
照

合
を
注
記
す
る
。
な
お
同
文
庫
に
は
『
瀛
奎

律
髄
』
上
下
冊
も
蔵
さ
れ
る
が
、
中
冊
を
欠

く
。「
歳
晩
」
詩
を
収
め
る
の
は
「
節
序
類
」

だ
が
、
こ
れ
は
そ
の
中
冊
に
所
収
さ
れ
る
。
本

井
晩
菌
集

「
類
集
」
中
、
数
首
が
含
ま
れ
る
が
、
よ
っ
て

確
認
は
取
れ
な
い
。

井
は
歳
の
交
換
略
字
。
菌
は
類
の
俗
字
。
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五
言
古

沖
月
廿
六
日
訪
信
矦
分
坐
上
所
有
挽
韻
余
得
燈

『
山
陽
遺
稿
』
巻
三

頼

穫

殘
苔
僅
五
日
、
九
衢
累
憚
氷
、
人
忙
我
得
閑
、
攜
酒
舘
吾
朋
、

忙
：
「
簧
」(

扁
で
心
の
略
字)

＋
亡(

旁)

」

吾
朋
蹊
僮
僕
、
調
食
坐
復
興
、
謂
君
且
莫
レ

爾
、
此
事
非
君
能

と
写
す
。
蹊
：
無
の
書
換
字
。

徵
逐
豈
蹊
伴
、
朱
門
酒
如
澠
、
不
如
従
吾
黨
、
世
路
謝
崚
烏
、

蔬
䔩
足
侑
醉
、
街
鼓
已
鼕
々
、
缾
中
水
仙
謡
、
吐
香
夜
清
澄
、

子
規
所
蔵
本
で
は
、
第
十
五
句
か
ら
末
句
ま

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

論
文
品
千
古
、
聊
共
同
云
燈
、

で
批
点
あ
り
。

殘
模
感
舊

長

三
洲

出
典
不
明
。

昔
我
童
稚
時
、
遇
事
皆
幗
喜
、
不
知
徂
模
悲
、
只
待
新
臀
至
、

眉
欄
に
、「
仲
村
敬
宇
云
四
十
六
年
／
頭
顱
可

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

中
臀
稍
識
愁
、
苔
序
始
如
矢
、
蹊
端
桿
兵
塵
、
身
立
剣
盾
裡
、

知
耳
余
長
／
於
君
備
□
憂
患
／
而
双
親
久
已

生
死
在
朝
暮
、
春
秋
不
復
冕
、
怱
々
十
來
臀
、
經
過
如
夢
寐
、

(

以
下
、
判
読
で
き
ず)

扁
有
力
」。

爾
來
又
十
霜
、
官
况
逆
旅
似
、
四
十
六
年
客
、
頭
顱
可
知
耳
、

依
然
模
暮
心
、
悵
如
別
郷
里
、
豈
蹊
來
黙
苔
、
難
有
今
日
晷
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

志
士
惜
及
苔
、
我
蹊
飛
騰
志
、
老
人
戀
餘
景
、
吾
境
行
近
此
、

上
有
双
老
親
、
下
有
双
女
子
、
瘦
妻
獨
拮
据
、
送
迎
謀
且
備
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

有
酒
可
以
椡
、
有
魚
可
以
楴
、
一
苔
何
是
道
、
悠
々
千
古
事
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
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除
夜

頼

子
成

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
七

妻
償
旧
債
了
、
兒
着
新
衣
来
、
貧
家
粲
洒
掃
、
燈
火
亦
鎖
明

来
：
成
に
作
る
。
誤
写
。
第
一
二
句
の
批
点
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

合
家
相
喚
坐
、
煖
杯
聊
同
傾
、
一
病
不
死
旧
顏
面
、
又
梓
梅

子
規
蔵
本
も
同
じ
。
眉
欄
に
「
茶
山
云
如
無

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

猛
柁
相
見
、

意
思
而
鍛
錬
不
疎
」
と
墨
書
す
る
。
子
規
蔵

、
、
、
、

本
に
「
茶
山
云
」
は
な
し
。

七
言
古

赤
間
覚
守
模
詞

頼

穫

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
四

南
船
北
船
禺
歌
呼
、
繫
貮
買
魚
餞
模
祖
、
客
樓
憚
霰
壓
燈

禺
：
尽
の
略
字
。
祖
：
徂
の
誤
写
。
霰
の
雨

火
、
吾
亦
斟
炉
傾
白
墮
、
半
生
飄
泊
趁
風
檣
、
一
醉
何
達
非

：
「
辛
」。
炉
：
爐
に
作
る
。
飄
の
旁
：
「
退
」。

、
、
、
、
、

家
澀
、
自
有
聨
綦
関
心
緒
、
守
模
旧
寓
輟
機
杼
、
靈
犀
一
点

檣
の
回
：
「
筬
」。
靈
の
雨
：
「
辛
」。
眉
欄
「
茶

、
、

海
山
遥
、
酒
醒
燈
凍
聞
雁
語
、

山
云
子
成
詩
豪
／
珪
横
絶
一
摶
而
風
懐
之
作

柔
碧
如
此
／
猶
坂
上
将
軍
喜
則
／
仏
怒
則
夜

又
也
」
「
又
云
繫
貮
作
沽
酒
／
似
可
」。

な
お
「
夜
又
」：
『
山
陽
詩
鈔
』
本
の
マ
マ
。

批
点
、
原
本
に
な
し
。

模
晚
書
懐
倣
誠
齋

大
沼

厚

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
上

丁
酉

嗟
呼
我
不
汁
挽
五
斗
米
折
腰
向
濂
郵
、
又
不
汁
纒
十
万

濂
：
督
の
異
体
字
。
硴
：
乗
の
書
換
字
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

銭
硴
孛
上
楊
州
、
天
涯
淪
桿
青
衫
故
、
空
見
暁
々
模
月
及
、

暁
：
滔
の
略
字
。
及
：
流
の
俗
字
。

、
、
、
、
、
、
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馳
弃
試
劒
心
摧
折
、
挽
農
挽
商
何
鋼
說
、
一
枝
枯
茟
一
短

馳
の
馬
：
「
弃
」。

檠
、
哦
詩
長
做
秋
僉
声
、
忘
是
忘
非
忘
窮
達
、
不
将
三
公
瘤

、
、
、
、
、

一
褐
噫
我
如
鳩
夫
、
蠢
拙
不
挽
居
、
待
他
鵲
巣
成
、
聊
且
僦

鳩
・
鵲
の
鳥
：
「
惹
」
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

一
區
、
無
儋
石
儲
猶
自
若
、
侯
是
疵
炊
史
疵
酌
、
史
酌
侯
炊

侯
の
旁
「
ス
＋
土
」。
疵
：
「
堪
」。

、
、
、
、

朝
復
朝
、
未
應
餓
死
轉
溝
壑
、

批
点
、
『
枕
山
詩
鈔
』(

『
詩
集
日
本
漢
詩
』

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

第
十
七
巻
所
収

汲
古
書
院)

に
な
し
。

五
言
律

除
夕
君
彝
來
同
守
模

頼

穫

『
山
陽
遺
稿
』
巻
五

除
の
余
：
「
碼
」。

當
我
相
思
夕
、
知
君
來
宿
心
、
孤
燈
模
共
守
、
両
鬢
埣
同
侵

澀
上
枌
晏
芟
、
京
城
鐘
漏
㴱
、
較
存
慈
母
在
、
関
意
信
浮
沈

鐘
の
金
：
「
難
」。
㴱
：
深
の
仏
字
。

冬
暮
齋
中

大
沼

厚

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
中

壬
寅

忽
々
模
云
徂
、
軽
書
獨
自
娯
、
日
透
硯
冰
薄
、
憚
融
檐
溜
粗
、

融
の
拠
：
「
俘

」。

酖
詩
欺
沉
苒
、
嗜
酒
類
辛
迂
、
静
窓
香
一
炷
、
抬
坐
聽
僧
趺

酖
：
耽
に
作
る
。
苒(

叟)

：
瘦
の
誤
写
。
抬

：
危
の
書
換
字
。
聽
：
學
の
国
字
。

除
夜
宿
石
頭
驛

戴

叔
倫

子
規
蔵
『
三
体
詩
』(

横
刊
本)

巻
一
。「
旅
舘
」

旅
掩
誰
相
問
、
寒
灯
獨
可
親
、
一
苔
将
尽
夜
、
万
里
未
帰
人

の
上
に
「
ヽ
」
と
朱
書
す
。
批
点
は
な
し
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

寥
桿
悲
前
事
、
支
離
煌
此
身
、
愁
顏
糘
衰
鬢
、
明
日
又
逢
春

同(

写
本)

に
は
書
跡
な
し
。
除
の
余
：
「
碼
」
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

掩
：
館
の
交
換
略
字
。
糘
：
與
の
国
字
。
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『
瀛
奎
律
髄
』
所
収
。

除
夕
客
中
糘
家
兄
守
模

高

青
邱

子
規
文
庫
蔵
『
高
青
邱
詩
醇
』
巻
三
。
批
点
、

軫
憚
芟
村
中
、
毫
正
旅
掩
空
、
守
炉
銷
夜
漏
、
纈
燭
待
春
風

な
し
。
除
の
余
：
「
碼
」
。
漏
の
雨
：
「
幾
」。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

有
恨
能
催
老
、
蹊
文
湿
送
窮
、
却
憐
今
夕
酒
、
諌
得
弟
兄
同
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

臘
月
廿
四
日
軫
中
夜
坐

『
同
』
巻
三
で
前
詩
の
や
や
後
に
あ
り
。
臘

身
退
惟
纖
静
、
謀
疎
且
任
軍
、
樓
空
三
日
軫
、
書
乱
一
牀
塵
、

の
旁
：
「
慵
＋
畍
」。

邱
隴
多
良
友
、
江
湖
獨
放
臣
、
莫
嗟
苔
景
暮
、
轉
眼
是
新
春

隴
の
旁
：
觀
。

除
夕

宋

唐

庚

子
規
文
庫
蔵
『
宋
詩
別
裁
集
』
巻
四
、
批
点

患
難
思
苔
改
、
觀
嗷
惜
模
徂
、
関
河
先
壟
芟
、
天
地
小
臣
孤
、

な
し
。
『
瀛
奎
律
髄
』
所
収
。「
時
情
」
を
「
詩

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

吾
道
跏
酒
温
、
時
情
付
擁
炉
、
南
訳
足
妖
恠
、
此
日
謾
桃
符

情
」
に
作
る
『
律
髄
』
本
も
あ
り
。
壟
の
旁

：
觀

。
跏
：
憑
の
略
字
。
訳
：
荒
の
俗
字
。

七
言
律

憤
日

郭

子
章

明
の
人
、
名
：
奎
。
出
典
不
明
。

憤
日
三
臀
挽
異
客
、
今
苔
霜
憚
未
曽
祖
、
風
塵
暗
満
淮
南

霜
・
霧
の
雨
：
「
辛
」
。
曽
：
一
に
全
に
作
る
。

路
、
霧
軫
寒
生
江
上
潮
、
澀
夢
有
時
逢
秀
王
、
此
身
何
処
托

樵
：
「
椎
＋
柘
」。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
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漁
樵
、
共
來
呉
楚
交
兵
地
、
烽
火
依
稀
似
六
朝
、

、
、

除
夕

呉

嫐

出
典
不
明
。
嫐
：
「
帛
＋
惹
」。

長
稚
均
塢
一
載
安
、
低
吟
浅
酌
共
盤
桓
、
葦
瓶
春
透
暑
蘇

碌
、
石
圉
香
銷
栢
子
寒
、
蹊
恨
世
紛
多
掌
、
那
知
天
運
又

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

更
端
、
迎
新
送
故
須
臾
事
、
不
䫿
挑
坐
夜
闌

、
、

、
、
、
、
、
、
、

除
夕
進
退
韻

頼
山
陽

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
六

休
論
策
兔
如
跳
丸
、
開
宴
全
家
且
湿
顔
、
老
婦
製
衣
皇
整

皇
：
聊
の
本
字
。

、
、
、
、
、
、

楚
、
嬌
児
聽
歩
尚
槃
跚
、
詩
成
酒
醉
酒
醒
裏
、
模
埔
燈
明
燈

原
本
に
批
点
な
し
。

、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

暗
間
、
韓
苒
木
強
甘
世
煌
、
送
窮
未
必
說
寒
酸
、

苒
：
叟
の
俗
字
。

、
、

模
晚
感
懐

大
沼
枕
山

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
下

已
酉

莫
煌
窮
隂
膽
氕
粗
、
閉
門
軣
飲
酒
添
逋
、
貴
交
誰
免
負
心

軣
：
轟
の
略
字
。

、
、
、
、
、
、

責
、
髙
興
我
追
当
面
娱
、
牋
不
遭
時
冝
聽
疋
、
才
非
濟
世
諱

牋
：
命
の
異
体
字
。
疋
：
隱
の
書
換
字
。

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

言
儒
、
良
图
疵
羡
英
䧺
漢
、
博
塞
狂
豪
篳
模
徂
、

原
本
、
批
点
な
し
。

、
、

除
日

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
下

庚
戌
、
除
の
余｢

碼｣

。

終
日
昏
々
泥
酒
觴
、
任
他
債
主
厂
成
行
、
一
枝
有
筆
梅
添

、
、
、
、
、
、
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譜
、
半
畒
蹊
田
孛
欠
糧
、
短
景
其
如
模
云
暮
、
髙
情
仍
是
古

云
に
「
コ
ヽ
二
」
と
右
訓
あ
り
。

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

之
狂
、
天
隨
遺
業
吾
汁
継
、
好
向
貧
中
号
後
王
、

原
本
、
批
点
な
し
。

、
、

模
晚
書
懐

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
上

己
亥

門
冷
如
氷
模
暮
天
、
衡
茅
林
麓
鎖
璧

㳭

、
牀
頭
旧
暦
蹊
多

鎖
雲

㳭

：
鎖
寒
煙
に
作
る
。
以
下
、
こ
の
詩

、
、
、
、
、
、

日
、
鏡
裏
春
風
又
一
苔
、
枝
拙
未
成
求
舎
計
、
家
貧
只
用
賣

に
原
本
は
批
点
な
し
。
鏡
・
銭
の
金
：
難

。

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

文
銭
、
冩
來
揀
取
新
詩
句
、
市
酒
猶
汁
祭
浪
仙
、

冩
：
閒
に
作
る
。

、
、

碌
々
諌
驚
弃
歯
新
、
固
窮
未
死
果
何
囙
、
久
蹊
顔
面
向
澀

驚
：
「
莅
＋
弃
」。

友
、
豈
有
歌
詩
驚
世
人
、
濁
酒
過
墻
聊
補
酔
、
冩
銭
掛
杖
且

冩
：
閒
に
作
る
。

、
、
、
、
、

装
貧
、
春
風
又
到
衡
門
下
、
仍
旧
清
時
一
逸
狠
、

狠
：
民
。「
ミ
ン
」
と
右
訓
あ
り
。

、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

失
路
従
來
蹊
惟
冝
、
天
公
憒
々
更
疵
疑
、
模
云
暮
矣
今
存

矣
の
矢
：
「
失
」。

、
、
、
、
、
、

爐
、
道
豈
非
邪
緯
舘
誰
、
浩
蕩
避
人
鴎
軈
浪
、
伶
仃
怖
影
鴿

邪
は
耶
に
作
る
。
鴎
・
鴿
の
鳥
：
「
惹
」。
軈

、

、
、
、
、
、
、
、

依
枝
、
思
量
只
合
騰
々
酔
、

㲼

束
何
疵
荅
故
知
、

：
「
没
」。
枝
に
「
エ
ダ
」
の
右
訓
は
汚
れ
の

エ
ダ

た
め
。
騰
の
馬
：
「
弃
」。
知
の
矢
：
「
失
」。

満
洩
繁
霜
夜
氣
凝
、
斟
䭃
抬
坐
更
稜
々
、
杉
頭
弯
影
絢
弦

洩
：
瓦
の
国
字
。
弦
：
絃
に
作
る
。

、
、
、
、
、
、

月
、
竹
裏
斜
光
半
暈
燈
、
栗
里
先
生
窮
似
蝨
、
香
山
居
士
拙

斜
の
余
：｢

碼｣

。

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

于
僧
、
殘
苔
贏
得
多
清
事
、
潭
水
烹
茶
手
碎
氷
、

烹
：
「
奄
＋
柘
」。

、
、
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模
晚
寓
榻
雑
唫
二
首

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
上

庚
子

軍
樂
元
知
在
曲
肱
、
怕
他
官
宋
日
兢
々
、
春
來
猶
作
蹊
家

宋
：
路
の
書
換
字
。

、
、
、
、
、
、

客
、
病
祓
全
如
有
髪
僧
、
獨
卧
梦
寒
松
寺
憚
、
孤
吟
影
瘦
草

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

庵
燈
、
喧
々
舉
世
趨
勢
利
、
長
守
林
泉
我
獨
汁

勢
：
聲
の
誤
写
。
二
首
、
原
本
に
批
点
な
し
。

、
、

読
書
有
味
夜
焚
膏
、
透
戸
風
尖
裂
敝
袍
、
霜
壓
倅
砕
清
月

霜
の
雨
：
「
辛
」。

瘦
、
雲
摩
檪
背
碧
天
髙
、
丁
名
両
字
只
挽
累
、
文
史
三
冬
何

檪
：
樹
の
古
字
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

太
勞
、
世
㕝
与
愁
俱
不
尽
、
暫
時
抛
撇
就
樽
醪
、

㕝
：
事
の
交
換
略
字
。

、
、

模
晚
雑
感

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
上

辛
丑

人
事
匆
々
模
籥
更
、
寄
居
䔥
寺
若
挽
情
、
薄
雲
埣
月
惨
蹊

雲
・
漏
の
雨
：
「
辛
」
。

、
、
、
、
、
、

色
、
踈
木
漏
風
寒
有
爐
、
愁
裡
畍
看
新
暦
册
、
貧
來
只
対
舊

爐
：
声
の
交
換
略
字
。

、

、
、
、
、
、
、
、

燈
檠
、
何
当
辨
得
湖
中
宅
、
梅
瘋
相
携
過
一
生
、

瘋
：
鶴
の
俗
字
。
携
：
「
推
＋
乃
」。

功
名
博
得
一
閒
眠
、
范
釜
生
塵
亦
偶
然
、
毳
衲
蒲
團
仍
故

、
、
、
、
、
、

我
、
梅
花
憚
片
又
新
臀
、
只
銷
杯
裏
簷
憂
物
、
敢
乞
人
間
造

簷
：
忘
の
本
字
。

、

、
、
、
、
、
、
、

孽
銭
、
自
煌
身
謀
迂
濶
囃
、
緯
将
破
硯
当
良
田
、

二
首
、
原
本
に
批
点
な
し
。

除
夜

同
前
、
除
の
余
：
碼
。
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青
燈
照
影
煌
支
離
、
熱
不
囙
人
乃
尓
癡
、
心
跡
高
閒
飛
䫿

倦
の
旁
：
儻

。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

孛
、
交
逰
零
桿
著
殘
棋
、
行
臼
且
付
盈
觴
酒
、
哀
樂
都
帰
一

零
の
雨
：
辛

。
觴
の
那
：
益
。

儻
詩
、
終
模
奔
忙
何
惟
得
、
春
來
仍
欠
朷
堂
貲
、

原
本
に
批
点
な
し
。

模
晚
書
感

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
中

壬
寅

衣
上
塵
埃
模
緯
窮
、
客
腟
何
事
尚
飄
蓬
、
慈
親
衰
鬂
添
新

、
、
、
、
、
、

白
、
逰
子
愁
顔
减
旧
紅
、
征
路
山
川
猶
憤
憚
、
故
園
松
竹
又

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

春
風
、
因
循
未
作
帰
來
計
、
病
在
寒
山
万
木
中
、

原
本
に
批
点
な
し
。

、
、

除
夜

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
中

癸
夘

百
般
心
事
五
更
天
、
蹊
限
悲
幟
集
目
前
、
呈
煌
瓶
梅
陪
冷

瓶
：
「
徭
＋
洩
」。

飲
、
尽
情
燈
火
照
孤
眠
、
不
材
空
愧
逢
昭
代
、
多
難
猶
欣
過

愧
の
旁
：
「
們
」。

咾
臀
、
故
態
今
宵
除
未
得
、
春
來
貧
病
両
依
然
、

態
：
「
汁
＋
心
」。
除
の
余
：
「
碼
」。

模
晚
雑
咏

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
中

甲
辰

到
頭
誰
似
野
人
閒
、
裸
枕
安
眠
病
更
頑
、
鴉
影
未
翻
霜
裡

誰
：
孰
に
、
裡
：
裏
に
作
る
。
霜
・
霧
の
雨

檪
鐘
声
先
出
霧
中
山
、
火
残
炉
底
星
三
点
、
氷
結
瓶
心
玉

：
「
辛
」。
鐘
の
金
：
「
難
」
。
瓶
：
「
徭
＋
洩
」。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

半
環
、
占
暖
黄
紬
情
思
好
、
也
勝
租
弃
趁
朝
班
、

租
の
馬
：
「
弃
」。

、
、
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不
賢
及
光
遍
逼
模
除
、
焚
香
閒
対
一
窓
幺
、
家
貧
且
免
身
挽

賢
：
覺
の
俗
字
。
逼
：
遍
の
誤
写
。
除
の
余

、
、
、
、
、
、

客
、
晝
短
何
妨
夜
読
書
、
憂
悶
有
時
呼
杜
酒
、
辛
勤
何
日
卜

：
「
碼
」。
幺
「(

虚
の
書
換
字)

：
「
敵
＋
袷
」。

、

、
、
、
、
、
、
、

韓
競
、
千
秋
青
史
平
生
壤
、
枉
道
丁
名
念
已
踈
、

と
も
に
原
本
、
批
点
な
し
。

模
暮
雑
感

依
田
百
川

出
典
不
明
。

峰
嶸
世
路
爐
経
営
、
復
到
残
臀
百
感
生
、
縦
爾
青
雲
方
狗

経
の
旁
：
「
昨
＋
土
」
。
雲
・
霜
の
雨
：
「
辛
」。

、
、
、
、
、
、

志
、
蹊
如
白
髪
遂
蹊
情
、
枯
蒲
満
岸
風
威
粛
、
寒
月
一
天
霜

、

、
、
、
、
、
、
、

氣
横
、
知
是
難
鮎
山
寺
近
、
沈
々
晩
水
送
鐘
声
、

難
：
金
の
俗
字
。
鐘
の
金
：
難

客
舍
模
暮

高

啓

子
規
文
庫
『
高
青
邱
詩
醇
』
巻
四
、
こ
の
巻

空
江
寒
軫
送
凄
凉
、
離
舍
蹊
多
即
異
鄊
、
井
臼
尚
勤
慙
德

四
の
三
十
余
首
に
朱
の
句
点
あ
り
。
本
詩
に

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

曜
、
音
書
未
至
憶
平
陽
、
心
軽
别
模
跏
苔
少
、
梦
喜
諌
家
及

は
句
点
・
批
点
な
し
。
軽
の
旁
：
「
貨
」
。
諌

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、

夜
長
、
自
笑
病
來
詞
賦
拙
、
懶
従
枚
苒
客
莟
蘖
、

：
還
の
俗
字
。
懶
の
旁
：
「
頼
」
。
蘖
：
梁
の

、
、

略
字
。

乙
酉
除
夜

頼

穫

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
八

寒
燈
孤
舘
不
須
眠
、
周
模
悲
歡
瞑
目
前
、
腐
鼠
嚇
鵷
供
獨

子
規
本
に
朱
の
句
点
あ
り
。
鵷
の
鳥
「
惹
」。

煌
、
老
牛
䑛
犢
有
誰
憐
、
斗
升
終
畍
屈
雙
巍
、
四
十
唯
驚
過

煌
：
咲
に
作
る
。
巍
：
膝
の
国
字
。
驚
の
馬

六
臀
、
商
畧
一
杯
娯
現
在
、
冩
梅
花
下
且
陶
然
、

：
「
弃
」。
冩
の
旁
：
「
岡
」。
眉
欄
に
「
小
竹

云
第
三
似
添
至
頸
聯
則
自
然
」
。
子
規
本
は
「
小
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竹
」
を
「
又
」
に
作
る
。

模
晩
有
感

艨
展
在
高
松

久
保
得

模
月
堂
々
去
似
及
、
携
家
天
外
久
□
□
、
老
而
蹊
㷀
子
終

□
□
：
虫
食
い
で
判
読
で
き
ず
。「
蹊
㷀
子
終
」

、
、
、
、
、
、

、
、

独
、
窮
不
尤
人
有
峨
憂
、
千
儻
読
書
非
我
用
、
半
生
業
丁
梓

を
、
子
規
「

」
の
修
正
記
号
で
「
蹊
子
終

、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

S

讐
謀
、
夜
寒
襲
枕
眠
難
得
、
今
日
帰
澀
亦
客
莟
、

㷀
」
と
入
れ
替
え
る
。
襲
：
「
觀
」。
眉
欄
に

、「
椋
園(

國
？)

評
合
作
／
冲
堂
評
全
玉
／
撫

松
評
満
胸
欝
拮
之
珪
／
待
詩
而
始
発
／
吉
本

復
堂
評
前
聯
正
仙
／
又
評
軍
情
軍
詩
非
他
題

／
詠
所
汁
／
春
海
評
全
沈
欝
慷
／
慨
老
兄
作

中
惟
希
見
」。

五
言
絶
句

除
夕
客
中
憶
女

高

青
邱

子
規
文
庫
『
高
青
邱
詩
醇
』
巻
五
、
除
の
余

别
家
非
壤
久
、
筬
首
已
徂
臀
、
今
夜
寒
齋
憚
、
何
人
聽
折
絃
、

：
「
碼
」。

七
言
絶
句

除
夜
作

唐

高

適

子
規
文
庫
『
唐
詩
選
』
巻
七
、
批
点
な
し
。

旅
舘
寒
燈
獨
不
眠
、
客
心
何
事
轉
凄
然
、
故
郷
今
夜
思
千

除
の
余
：
「
碼
」。
以
下
、
同
じ
。

、
、
、
、
、
、

里
、
霜
潟
明
朝
又
一
苔
、

霜
の
雨
：
「
辛
」。
潟
：
鬢
の
略
字
。

、

、
、
、
、
、
、
、
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歲
晚
書
事
六
首

原
□

十
首

宋

劉
克
荘

『
後
村
詩
鈔
』
巻
下(

文
政
元
年

陽
華
堂
刊)

書
生
元
不
信
杆
祥
、
老
去
蹊
端
摘
事
詳
、
白
髪
社
巫
來
報

と
一
行
の
字
数
同
じ
。
字
体
も
ほ
ぼ
同
じ
。

吉
、
明
朝
渫
井
更
苫
墻
、

□
：
稿
？
摘
：
慮
の
書
換
字
。
來
報:

諸
書
、

「
云
日
」
に
作
る
。
何
に
拠
っ
た
か
、
待
考
。

門
冷
如
氷
侭
不
妨
、
由
来
富
貴
属
蒼
々
、
誰
汁
却
聽
癡
児

女
、
深
夜
潜
焼
祭
竈
香
、

模
晚
郊
居
苦
珀
寥
、
日
高
塩
路
去
城
遥
、
深
々
榕
月
苔
墻

珀
：
寂
の
国
字
。

裏
、
忽
有
銀
釵
呌
賣
樵
、

呌
：
叫
の
書
換
字
。
樵
：
「
椎
＋
柘
」。

主
公
晚
瑁
治
家
寛
、
婢
慣
奴
驕
翁
令
難
、
圃
在
屋
辺
慵
倣

翁
：
號
の
異
体
字
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

菜
、
井
臨
砌
畔
怕
醐
蘭
、

、

、
、
、
、
、
、
、

日
々
抄
書
艶
出
門
、
小
吼
弄
筆
到
黄
昏
、
了
頭
婢
子
忙
勻

、
、
、
、
、
、

粉
、
不
管
先
生
硯
水
渾
、

、

、
、
、
、
、
、
、

保
客
鶉
衣
立
户
前
、
豈
知
儂
自
窘
残
年
、
染
人
酒
媪
逋
猶

保

：
丐
の
異
体
字
。

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

緩
、
且
送
添
丁
上
聽
銭
、
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除
夕

明

汪

道
昆

一
例
に
、『
続
皇
明
詩
選
』
巻
下(

国
会
図
書

沈
水
香
焼
宝
鴨
空
、
長
筵
酒
煖
冩
燈
紅
、
可
憐
万
戸
千
門

館
蔵
、
正
徳
五
年
刊)

に
一
行
の
文
字
数
や
字

裏
、
釆
送
官
是
暁
鐘
、

体
同
じ
。
批
点
の
箇
所
、
不
同
。
釆
：
断
の

、
、
、
、
、
、

略
字
。

除
夕

程
嘉
燧

「
人
」
の
次
は
余
白
。
一
例
に
、
『
珮
文
斎
詠

久
客
懐
人

百
事
慵
、
春
歸
爐
日
是
残
冬
、
長
安
憚
後
蹊
來

物
詩
選
』(

国
会
図
書
館
蔵
、
諸
本)

巻
四
十
八

徃
、
報
國
門
前
獨
琺
松

・
除
夕
類
に
あ
り
。
程
嘉
燧
は
明
人
。
國
の

「
或
」
：
「
漓
」。

模
暮

頼
山
陽

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
一

辛
未

一
出
澀
園
歲
再
除
、
慈
親
消
息
定
如
何
、
京
城
風
憚
蹊
人

子
規
蔵
本
に
、
自
筆
の
朱
点
あ
り
。

伴
、
獨
剔
寒
燈
夜
読
書
、

除
夕

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
二

乙
亥

挽
客
京
城
五
餞
臀
、
憚
声
燈
影
尉
依
然
、
爺
孃
白
髮
應
添

眉
欄
に
「
機
云
白
香
山
」。
子
規
本
、
全
句
に

、
、
、
、
、
、

白
、
存
着
吾
儂
共
不
眠
、

刻
本
上
の
批
点
あ
り
。

、

、
、
、
、
、
、
、

除
夜

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
五

己
卯

寒
燭
光
消
猶
吐
烟
、
酒
醒
街
柝
伴
愁
眠
、
平
頭
四
十
驚
吾

烟
の
大
：
「
太
」。
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老
、
何
况
明
朝
又
一
臀
、

除
夜

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
五

庚
辰

生
兒
自
壁
慰
芟
莟
心
、
燈
底
呱
々
伴
醉
吟
、
説
着
吾
儂
併
存

壁
：
慰
の
誤
写
。

汝
、
揖
知
老
母
坐
宵
㴱

㴱
：
深
の
古
字
。

除
日

『
山
陽
遺
稿
』
巻
四

己
丑

子
規
本
、
全

紛
々
帳
簿
婦
当
家
、
残
歲
軍
如
赴
壑
蛇
、
不
問
計
餘
爐
許

句
に
刻
本
上
の
批
点
あ
り
。
壑
：
「
髭+

貨
」。

、
、
、
、
、
、

眼
、
眼
前
有
酒
有
梅
花

餘
の
余
：
「
碼
」。

、

、
、
、
、
、
、
、

除
夕
寄
恊

『
山
陽
遺
稿
』
巻
六

辛
卯

同
右
。

故
園
孛
髮
又
加
臀
、
鴨
水
霞
関
並
各
天
、
三
処
相
思
汝
尤

霞
の
雨
：
「
辛
」。

蠧
、
寒
燈
應
獨
不
成
眠
、

除
夜
下
谷
新
居
書
懐

五
首

節二

大
沼

厚

『
枕
山
詩
鈔
』
巻
中

甲
辰

八
臀
湖
海
浪
逰
人
、
今
夜
烏
收
漂
泊
身
、
偪
仄
莫
嫌
方
寸

烏
：
纔
の
略
字
。

地
、
明
朝
便
是
我
家
春
、

当
門
寜
著
五
株
柳
、
沿
砌
聊
存
一
歇
梅
、
把
古
人
詩
差
自

歇
：
樹
の
略
字
。
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慰
、
茅
檐
猶
勝
竟
蹊
家

未
詳

梁
川
星
巌
「
模
晚
偶
興
」(

『
星
巌
丁
集
』
巻

藥
餌
香
中
晝
掩
奇
、
従
他
模
事
太
忙
生
、
掃
塵
烏
了
又
舂

五

戊
戌)

餅
、
卧
聽

冬
磔
々
聲

聽
の
下
は
余
白
。
子
規
本
で
は
「
冬
冬
」。
一

行
二
十
一
字
。

除
夜

菅
茶
山

『
黃
葉
夕
陽
村
舍
詩
』
巻
七

丁
丑

放
聽
經
旬
静
掩
関
、
病
懐
唯
在
□
待
春
諌
、
探
嚢
計
尽
今

、
、
、
、
、

臀
、
什
何
日
閑
於
除
日
閑
、

、

、
、
、
、
、
、
、
、

除
夜
祭
詩
後
有
作

鈴
木
斐

『
松
塘
詩
鈔
』
巻
一

一
字
推
敲
枉
費
丁
、
苔
来
我
漸
悔
雕
蟲
、
可
憐
三
斗
間
心

苔
来
：
詅
符
、
漸
：
亦
、
間
：
閑
に
作
る
。
吐

血
、
吐
向
酒
悲
詩
蒜
中
、

：
嘔
に
作
る
。

模
晚
出
城
二
首

牧

古
愚

寛
政
八
～
嘉
永
二
年
。『
牧
野
黙
庵
松
村
遺
稿
』

児
童
放
聽
闃
柴
関
、
歲
杪
人
忙
我
正
閑
、
及
時
且
理
郊
行

巻
四

甲
午
？
及
：
乘
に
作
る
。

策
、
欲
訪
梅
猛
索
煌
顔
、

索
：
開
に
作
る
。
顔
の
「
燧
」：
「
暁
」。

除
夜

森
田
居
敬

文
政
二
～
元
治
二
年
。
『
玉
池
吟
社
詩
』
一
集
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醉
吟
守
模
自
従
容
、
送
旧
迎
新
一
夜
中
、
不
妨
天
眀
篇
未

四

森
田
居
敬)

。

就
、
好
将
後
半
付
春
風
、

戊
寅
除
夜
作

長
梅
外

長
谷
梅
外(

名
は

允

)

文
化
七
～
明
治
十
八

ま
こ
と

今
臀
亦
復
夢
中
過
、
人
与
物
瑞
倶
代
謝
、
唯
有
碧
翁
情
屁

年
。
屁
：
甚
の
書
換
字
。
眉
欄
に
「
秋
月
橘
門

佳
、
半
輪
明
月
照
除
夜
、

評
云
趣
向
□
新
亦
実
事
」
。
天
理
図
書
館
蔵
「
ノ

ー
ト

」
に
「
梅
外
詩
鈔
」
を
録
す
。

20

玉
覚
寄
長
安
李
主
簿

唐

岑

参

子
規
文
庫
『
唐
詩
選
』
巻
七
。
訓
点
の
み
、

東
去
長
安
万
里
餘
、
故
人
那
惜
一
行
書
、
玉
関
西
望
腸
疵

批
点
な
し
。

釆
、
況
復
明
朝
是
模
除
、

餘
の
旁
：
「
碼
」。

除
夜

陳
簡
齋

『
宋
詩
鈔
』
巻
四
三

題
下
に
「
次
大
光
韻

一
盃
歳
酒
莫
留
殘
、
坐
琺
新
臀
上
潟
端
、
只
恐
梅
花
明
日

大
光
是
夕
婚
」
と
あ
り
。
盃
：
杯
、
歳
：
節

、
、
、
、
、
、

老
、
夜
瓶
相
對
不
知
寒
、

に
作
る
。

、

、
、
、
、
、
、
、

除
夜
作

頼
山
陽

『
山
陽
詩
鈔
』
巻
八

甲
申

細
君
拮
据
鬢
蓬
麻
、
婢

辨
辛
盤
僕
掃
家
、
獨
有
主
翁
蹊
一

婢
の
下
、
余
白
。
眉
欄
に
「
茶
山
云
汁
言
」。

事
、
出
従
郊
路
濘
梅
花

子
規
本
に
「
茶
山
云
」
な
し
。
郊
：
邨
、
梅

：
楳
に
作
る
。
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模
暮
有
感

渡

松
斎

天
保
十
二
～
明
治
三
十
八
年
。
眉
欄
に
「
蘿
谷

戎
弃
倉
皇
向
甲
陽
、
干
戈
模
暮
事
猶
忙
、
常
山
忽
逐
長
蛇

云
常
山
子
巧
借
用
砂
屁
／
又
云
満
胸
感
慨
」
。

去
、
未
問
鯨
鯢
驕
近
洋
、

鯢
の
旁
：
「
児
」。

裏
表
紙

癸
未
十
二
月
抄
逓

莞
尓
生

癸
未
は
明
治
十
六
年
。
莞
尓
生
は
子
規
の
号
。

子
規
、
十
七
歳
の
時
に
抄
し
た
も
の
。
子
規

の
漢
詩
創
作
に
と
っ
て
貴
重
な
詩
嚢
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
子
規
蔵
書
と
『
漢

詩
稿
』
研
究
』(

研
文
出
版)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

二
〇
一
三
年
十
二
月
、
改
稿)


